Abolition of the House (Ie): The reform of the Japanese civil code and the family registration (Koseki)law under the Post war occupation (9) by 和田 幹彦
戦後占領期の民法・戸籍法改正過程(9)「家」の廃
止を中心として
著者 和田 幹彦
出版者 法学志林協会
雑誌名 法学志林
巻 104
号 4
ページ 47-84
発行年 2007-03-12
URL http://hdl.handle.net/10114/5636
序
章
（
九
十
四
巻
四
号
）
第
一
章
憲
法
二
四
条
成
立
過
程
と
民
法
・
戸
籍
法
上
の
「
家
」
制
度
（
第
六
節
ま
で
第
一
款
ま
で
九
十
五
巻
二
号
、
四
号
。
第
七
節
「小括」は百一巻二号）
第
二
章
民
法
改
正
過
程
ｌ
戸
籍
法
改
正
過
程
に
先
行
し
た
民
法
上
の
「
家
」
廃
止
方
針
決
定
の
予
備
的
考
察
ｌ
（以上百一巻二号、四号）
第
三
章
戸
繍
法
改
正
過
擢
の
諸
段
階
（以上百三巻四号、百四巻二号）
第
四
章
「
家
」
制
度
廃
止
に
よ
る
戸
綴
法
改
正
ｌ
「
第
一
の
流
れ
」
Ｉ
戦
後
占
緬
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
（
九
）
（
和
田
）
戦後占領期の民法・戸籍法改正過程（九）
「
家
」
の
廃
止
を
中
心
と
し
て
Ｉ
序
「
家
」
制
度
廃
止
を
め
ぐ
る
戸
籍
法
改
正
過
程
の
全
体
像
第
二
即
戸
籍
編
製
原
理
上
の
諸
問
題
第
一
款
戸
籍
編
製
原
理
二
）
ｌ
静
的
側
面
ｌ
（
１
）
個
人
別
編
製
の
是
非
・
可
否
（２）「三世代戸籍徹底排除」編製原理の確立
（３）編製原理変更に伴う「戸籍」の名称の是非
ｌ
「
民
籍
」
名
称
案
ｌ
（４）「戸藷躯頭者」の問題（以上百四巻三号）
第
二
款
戸
蒲
編
製
原
理
（
二
）
ｌ
動
的
川
而
’
第
二
節
戸
箭
縞
製
原
哩
以
外
の
問
題
第
三
筋
小
柄
（
以
上
本
号
）
和
田
幹
彦
Hosei University Repository
◎
第
一
九
条
法
学
志
休
第
一
○
四
巻
第
四
号
第
五
章
人
口
動
態
統
計
の
瀞
密
化
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
謹
を
起
因
と
す
る
戸
籍
法
改
正
Ｉ
「
第
二
・
第
三
の
流
れ
」
Ｉ
まず、条文変化を整理する。
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（１）離婚復氏者の復籍・新戸籍編製の別
ｌ
「
第
一
の
流
れ
」
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章
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要
綱第
三
新
戸
繍
の
編
製
は
、
左
の
場
合
に
お
い
て
な
す
も
の
と
す
る
こ
と
二
婚
姻
又
は
養
子
縁
組
に
因
り
氏
を
改
め
た
る
者
が
離
婚
、
離
縁
、
又
は
婚
姻
若
く
は
縁
組
の
取
消
に
因
り
婚
姻
又
は
縁
組
前
の
氏
に
復
す
る
場
合
に
於
て
婚
姻
又
は
縁
組
の
当
時
の
戸
籍
が
既
に
除
か
れ
た
る
と
き
①
第
九
条
ノ
セ
婚
姻
又
ハ
養
子
縁
組
二
因
リ
テ
他
ノ
戸
籍
二
人
リ
タ
ル
者
ハ
離
婚
、
離
縁
又
ハ
婚
姻
若
ク
ハ
縁
組
ノ
解
消
二
因
リ
テ
婚
姻
又
ハ
養
子
縁
組
ノ
当
時
ノ
戸
籍
二
復
籍
ス
（
民
七
三
九
）
前
項
ノ
規
定
ニ
依
り
復
籍
ス
ヘ
キ
戸
籍
ナ
キ
者
二
付
テ
ハ
新
戸
籍
ソ
編
製
ス
（
民
七
四
○
）
［前項の旧法の箇所も参照］
旧
法
［戸籍法には該当規定なし。民法に以下の規定が有る（①で参照されている）。〕
第
七
三
九
条
婚
姻
又
ハ
養
子
縁
組
二
因
リ
テ
他
家
二
人
リ
タ
ル
者
ハ
離
婚
又
ハ
離
縁
ノ
場
合
一
一
於
テ
実
家
二
復
籍
ス
第
七
四
○
条
前
条
ノ
規
定
二
依
リ
テ
実
家
二
復
籍
ス
ヘ
キ
者
力
実
家
ノ
絶
二
因
リ
テ
復
籍
ヲ
ナ
ス
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
一
家
ヲ
創
立
ス
但
シ
実
家
ヲ
再
興
ス
ル
コ
ト
ヲ
坊
ケ
ス
戦
後
古
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期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
（
九
）
（
加
川
）
四
九
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⑨
第
二
五
条
蛎
姻
又
は
謎
子
縁
組
に
よ
っ
て
氏
を
改
め
た
者
が
、
離
婚
、
離
縁
、
又
は
幡
姻
若
し
く
は
縁
組
の
取
消
に
よ
っ
て
、
婚
姻
又
は
縁
組
前
の
氏
に
複
す
る
と
き
は
、
囎
姻
又
は
縁
組
前
の
戸
締
に
入
る
。
但
し
、
そ
の
戸
搬
が
既
に
除
か
れ
て
い
る
と
き
は
、
新
戸
籍
を
編
成
す
る
。
⑦
［
本
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
③
④
⑤
⑥
と
全
く
同
趣
旨
］
（相）
第二五条［第一項本文④⑤⑥に同じ］但シ婚姻又ハ縁組ナカリセハ前条第三項ノ規定ニ依り父又ハ母ノー戸籍
一一入ルヘカリシトキハ其戸籍二入ル
前項ノ場合一一於テ人ルヘキ戸籍力既二除カレタルトキハ新戸籍ヲ編製ス
［・●・］
③
④
⑤
⑥
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婚
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テ
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ヲ
改
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タ
ル
者
力
離
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、
離
縁
又
ハ
塒
姻
若
ク
ハ
縁
組
ノ
取
消
二
因
り
婚
姻
又
ハ
縁
組
前
ノ
氏
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復
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キ
ハ
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姻
又
ハ
縁
組
前
［
③
当
時
〕
ノ
戸
籍
二
人
ル
［
…
］
前
項
ノ
場
合
二
於
テ
婚
姻
又
ハ
縁
組
前
［
③
当
時
］
ノ
戸
締
〔
③
④
ノ
全
部
］
力
既
二
除
カ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
新
［
③
二
］
戸
繍
ヲ編製ス
戸
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⑪
◎
 第一九条婚姻又は養子縁組によって氏を改めた者が、離婚、離縁、又は婚姻若しくは縁組の取梢によって、
婚姻又は縁組前の氏に後するときは、婚姻又は縁組前の戸籍に入る。但し、その戸瀞が既に除かれているとき、
⑩第一九条婚姻によって氏を改めた者が、離婚若しくは婚姻の取梢又は民法第七百五十一条
第一項の規定によって、婚姻前の氏に複するときは、婚姻前の戸籍に入る。但し、その戸繍が既に除かれてい
次
に
具
体
的
改
正
過
程
を
整
理
す
る
。
又はその者が新戸籍編製の申出をしたときは新戸籍を編成する。
［強調和田主たる変更点、同文ながら、養子縁組のケースにも適用となった］
［・・・］
ろとき、又はその者が新戸籍編製の申出をしたときは新戸籍を編成する。［強調和田主たる変更点］
養子縁組によって氏を改めた者が、離縁又は縁組の取り消しによって、縁組前の氏に復するときは、縁組前
の戸籍に入る。ただし、その戸籍が既に除かれているときは、新戸籍を編成する。
［●●・］戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
議
法
改
正
過
程
（
九
）
（
和
田
）
五
一
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「
第
三
の
二
」
の
反
対
解
釈
に
よ
り
、
も
っ
と
も
典
型
的
な
例
と
し
て
、
婚
姻
（
成
年
養
子
の
縁
組
で
も
問
題
は
全
く
同
様
）
に
因
り
氏
を
改
め
た
者
が
離
婚
し
、
旧
姓
に
戻
る
場
合
、
親
が
健
在
で
あ
れ
ば
親
の
戸
籍
に
入
る
点
、
既
に
述
べ
た
。
婚
姻
で
氏
を
改
め
る
の
は
（Ⅲ） 
統計上は女性が殆どであり、現一笑的には、量的に男女不平等に適用される規定となる。
えば一目瞭然である。
こ
れ
が
Ｇ
Ｓ
に
と
り
、
［
３
］
Ｇ
Ｓ
と
の
会
談
こ
の
点
、
Ｇ
Ｓ
は
第
一
期
の
第
一
回
（
八
／
八
、
三
六
頁
）
で
、
既
に
問
題
と
し
て
指
摘
し
た
。
ブ
レ
イ
ク
モ
ア
が
ま
ず
、
〔
２
］
Ｇ
Ｓ
と
の
会
談
以
前
の
案
旧
法
に
比
し
、
要
綱
・
草
案
①
ｌ
⑨
と
も
殆
ど
変
化
な
く
、
旧
法
そ
の
ま
ま
の
「
家
」
類
似
の
発
想
・
枠
組
で
あ
る
の
は
、
条
文
を
追
［
ｌ
］
要
綱
離
婚
の
場
合
［
…
］
婚
姻
に
よ
っ
て
氏
を
改
め
る
こ
と
の
な
か
っ
た
者
は
そ
の
戸
籍
に
止
ま
っ
て
い
る
の
に
、
婚
姻
に
よ
っ
て
氏
を
改
め
た
者
は
元
の
戸
籍
に
戻
る
［
…
］
の
は
お
か
し
い
。
［
…
］
さ
よ
う
な
区
別
［
…
〕
は
、
昔
の
「
家
」
の
思
想
の
名
残
で
あろう。［…〕さような「家」の名残を全くなくして了うという意味から言って、両者の区別をつかないのが
法
学
志
休
第
一
○
Ⅲ
巻
節
四
号
最
大
の
問
題
の
一
つ
と
な
っ
た
。
五
二
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と
切
り
出
す
。
司
法
省
は
、
でこのようにした、と背景を説明し、理解を求める。これに対し、ブレイクモァは明確に一言う。
翌
日
、
第
二
回
（
八
／
九
、
以
下
は
三
七
’
三
八
頁
）
に
司
法
省
は
弁
明
す
る
。
紙や手数のために『家』の名残を残しておくことは賛成できない。再考せられたい。
婚
姻
に
よ
っ
て
氏
を
改
め
る
こ
と
の
な
か
っ
た
者
を
元
の
戸
籍
に
一
辰
さ
な
い
の
は
、
一
度
作
っ
た
戸
籍
を
今
更
除
［
く
…
］
こ
と
は
な
い
［
…
］
か
ら
で
あ
り
、
又
婚
姻
に
よ
っ
て
氏
を
改
め
た
者
、
多
く
は
女
［
…
］
が
離
幡
を
し
た
場
合
に
〔
…
］
一
々
新
戸
籍
を
編
成
す
る
こ
と
は
手
数
や
紙
の
問
題
も
あ
る
し
、
又
実
状
と
し
て
も
さ
よ
う
な
場
合
は
父
母
の
所
へ
か
え
っ
て
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
、
戸
籍
を
な
る
べ
く
社
会
生
活
の
実
態
と
合
致
さ
せ
た
い
と
い
う
考
え
［
…
］
よ
い
戸
一
［…］婚姻によって氏を改めなかった者の場合は、［…］父母の戸籍に戻ることとすると、その者の子供も一緒
に
そ
の
戸
籍
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
戸
籍
が
随
分
複
雑
に
な
る
［
…
］
。
［
和
田
注
当
然
の
よ
う
に
三
世
代
戸
籍
を
想
定
し
て
いることに注目！］
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
（
九
）
（
和
佃
）
五
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と
述
べ
た
上
で
、
こ
の
点
譲
る
こ
と
な
く
代
替
案
と
し
て
、
と反対する。司法省はこの日は、「［…〕なおよく研究する」と検討を留保した。
ブレイクモァはこの直後の八月一二日のオプラー宛の文謝（「ＧＳ戸繍法史料Ａ」）でも、前款で既述の通り、
し
か
し
、
ブ
レ
イ
ク
モ
ア
は
、
中
年
以
上
の
者
が
離
蛎
し
［
…
］
て
、
父
母
の
戸
籍
に
戻
る
の
も
妙
な
も
の
で
あ
る
。
又
紙
や
手
数
が
か
か
る
［
か
否
か
は
…
］
か
よ
う
な
離
婚
が
ど
れ
位
あ
る
か
の
統
計
を
み
な
い
と
断
定
で
き
な
い
［
…
］
し
、
離
婚
し
た
妻
が
事
実
上
父
母
の
許
に
帰
っ
て
共
同
生
活
を
す
る
か
ど
う
か
は
、
［
…
］
差
異
が
あ
り
、
一
概
に
断
定
で
き
な
い
〔
か
ら
…
］
、
社
会
生
活
の
実
態
［
と
の
合
致
…］は、どんな規定［でも：。］、五十歩百歩であろう。
旧
法
上
の
手
続
き
［
の
…
〕
継
続
［
…
］
は
家
族
制
度
に
固
執
し
た
が
る
反
動
的
諸
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
利
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る。
法
学
志
休
第
一
○
四
巻
第
四
号
五
四
又
一
方
蛎
姻
に
よ
っ
て
氏
を
改
め
た
者
［
…
に
つ
い
て
、
前
回
と
同
一
趣
旨
を
述
べ
た
後
］
実
際
問
題
と
し
て
も
離
幡
し
た
妻
は
、
新
戸
籍
を
作
る
よ
り
も
元
の
戸
籍
に
戻
る
こ
と
に
す
る
方
を
好
む
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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と明白に指摘する。記録作成を担当した服部がわざわざ註を付しているが、オプラーが「戸蔽」と言わず、「氏」と
戦
後
占
緬
川
の
民
法
・
戸
廠
法
改
正
過
溌
（
九
）
（
剛
川
）
瓦
孤
第
二
期
に
入
り
、
オ
プ
ラ
ー
は
こ
れ
を
大
き
な
問
題
と
す
る
（
第
五
回
、
八
／
一
四
、
四
三
頁
）
。
概
括
記
録
で
は
、
オ
プ
ラ
ー
は
「特に［…］婚姻によって氏を改めたものが離婚の場合婚姻前の戸籍に複する点、［…］等を指摘し」、前点と同じ箇
所で、オプラーは、「ブレークモーァ、マコーミック両氏」も反対で、これは「「家』の制度が裏口から再び入って来
る」と非難する。そして、佐藤司法省次官、奥野局長、青木民事局第二課長等を呼んでの折衝で（第六回、八／二○、
四四頁）、オプラーは「当方と貴方との間に意見の相違」の「第一に」として、
ことを提案する、と述べている。
［…］夫婦が離幡をすると夫又は妻は元の氏を名のることになる点（これは、幡姻によって氏を改めた夫又は
妻は離婚の場合、婚姻前の戸籍に入ること［築館二五条］を指すものと思うｌ服部註）は『家』の制度の残存
であるということ［…］
婚
姻
し
た
子
は
、
未
来
永
劫
に
［
強
調
和
田
極
め
て
強
い
譜
洲
で
あ
る
］
両
親
の
戸
廠
か
ら
除
去
す
る
。
〔
…
］
離
婚
の
際
に
は
、
妻
は
自
分
の
以
前
の
戸
籍
に
「
戻
る
」
（
二
五
条
の
よ
う
に
）
の
で
は
な
く
、
そ
の
代
わ
り
に
独
立
し
た
戸
職
を
作
成
し
、
お
そ
ら
く
は
婚
姻
前
と
同
じ
氏
を
名
乗
り
、
自
分
と
同
氏
を
名
乗
る
子
供
を
自
分
と
同
じ
戸
繍
に
編
入
す
る
。
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と一旦決定する。
オ
プ
ラ
ー
は
会
談
後
の
記
録
に
も
こ
の
問
題
を
大
き
く
取
り
上
げ
（
八
月
二
一
一
日
付
け
「
Ｏ
Ｓ
戸
籍
法
史
料
Ｂ
」
）
、
両
親
の
戸
籍
に
戻
る
子
に
更
に
（
同
氏
の
）
子
が
あ
る
と
三
世
代
戸
籍
が
で
き
て
し
ま
う
、
こ
れ
は
絶
対
に
回
避
す
べ
し
、
と
い
う
日
本
側
の
記
録
に
は
残
っ
て
い
な
い
点
も
併
せ
、
強
力
に
⑨
案
に
反
対
す
る
。
と
、
こ
の
点
こ
そ
が
「
家
」
温
存
、
と
の
ト
ー
ン
で
あ
る
。
奥
野
局
長
が
「
両
親
の
戸
籍
と
は
別
に
［
…
］
改
め
て
よ
い
。
」
と
譲
歩
し
た
の
に
続
き
、
佐
藤
次
官
も
、
法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
四
号
五六
言
っ
て
い
る
点
は
重
要
で
、
「
家
」
存
置
の
手
段
と
し
て
の
「
氏
」
へ
の
警
戒
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
（
以
下
同
四
六
頁
）
司
法
省
佐
藤
次
官
が
一
般
的
に
、
弓
家
』
の
温
存
な
ど
は
勿
論
考
え
て
い
な
い
。
」
と
反
論
す
る
の
に
対
し
、
オ
プ
ラ
ー
は
、
婚姻の結果として氏を変えた子は、離婚すると［…］通常の場合親の戸籍に入ることになっている。この規定
［
…
］
両
親
の
戸
籍
に
戻
る
［
…
］
の
は
、
［
…
］
便
宜
上
か
ら
で
あ
っ
て
、
「
家
」
の
温
存
を
考
え
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
［…］誤解を招くおそれがあるとすれば、〔…〕新戸綴を編成することに改めてよい。
［…］しかし離婚をすると、突如として両親の戸籍に帰るというのはどういうわけか。
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そして「八月二○日の会談で、［…］私は司法省の代表に、［…］法案の実体は、［…この点でも…］同意しがたい」
と
伝
え
た
、
と
結
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
九
月
九
日
に
提
出
の
司
法
省
修
正
案
、
⑩
案
の
第
一
九
条
で
は
、
婚
姻
／
離
婚
の
場
合
は
両
親
の
戸
籍
が
あ
れ
ば
原
則
こ
れ
に
戻
る
が
、
本
人
が
希
望
す
れ
ば
新
戸
籍
編
製
、
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
直
接
会
談
で
話
題
に
な
ら
な
か
っ
た
養
子
縁
組
／
離
縁
の
場
合
は
、
ま
だ
元
の
戸
籍
に
戻
る
案
で
あ
っ
た
。
この経緯は「戸籍法／座談会Ⅱ」（三八’三九頁）に詳しい。
青
木
戸
籍
法
の
基
本
的
な
立
場
か
ら
も
［
…
］
離
婚
し
た
者
は
復
籍
と
い
う
こ
と
よ
り
新
戸
籍
を
つ
く
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う考えが司令部としても出てくるのは当然だと思います。
ただ〔…］離婚をすれば［…］復氏するのをを当然のこととすると、戸籍もそれに応じていくのがたてまえ
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
（
九
）
（
和
Ｕ
五
七
は
旧
い
「
家
」
制
度
を
裏
口
か
ら
再
度
呼
び
込
む
こ
と
に
な
り
、
認
可
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
［
強
調
和
田
］
子
は
結
婚
の
時
点
以
降
は
継
続
的
に
、
両
親
と
は
別
の
、
自
分
自
身
の
家
庭
に
属
す
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
離
婚
の
際
も
［
…
］
両
親
の
た
だ
の
子
供
と
し
て
再
び
扱
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
離
婚
す
る
夫
婦
に
子
供
が
有
る
場
合
殊
に
重
要
で
あ
る
。
何
故
な
ら
夫
婦
各
自
が
昔
の
両
親
の
戸
籍
に
戻
る
と
自
動
的
に
夫
婦
の
子
は
自
分
の
祖
父
母
の
戸
籍
に
登
録
さ
れ
てしまうからである。換言すれば、一つの戸籍簿が三世代以上をカヴァーする事態は絶対に避けられねばなら
ない。
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結果的には、マコーミックの賛成を得て、（議論で言及はなかったが、誰子縁組をも含め）冒頭に見る通り、⑪案
一九条で、蛎姻／離幡、謎子縁組／離縁とも、原則復職、本人希望で新戸繍編製、となる。マコーミック自身もこの
点たいして異議無かったのであろう、事後の一二月一日の記録（「ＧＳ戸締法史料Ｃ」）でも、
そして、青木はこの点に直結させ、すぐ後で、既に本稿で参照した、一般的改正方針の「戸擶法は従前のたてまえを
維持［…］、家の廃止に伴う最小限度の改正に［…］。戸籍実務の［…］責任がある、［…］混乱を来さないように」
そして、第三期に入り（第八回、一○／一、四八頁）、慨砧記録ではマコーミックは「離婚した女［の…］新戸籍
を編成［…］は女の自由意志に委すべきである」と言い、⑩案に賛成した絡好である。この「以前佐藤次官等とオプ
ラ
ー
と
の
会
談
の
と
き
と
異
っ
た
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
氏
の
意
見
に
対
し
司
法
省
側
と
し
て
は
前
に
も
論
議
し
た
通
り
寧
ろ
賛
成
で
あ
る
と
答
える。｜となる。
維持［…］、家の
を語るのである。
》える。」
法
学
志
林
妬
一
○
四
巻
第
四
号
五八
〔
強
調
和
田
、
⑩
案
で
こ
れ
を
原
則
と
し
た
理
由
で
あ
る
］
じ
ゃ
な
い
か
と
。
そ
の
間
、
新
戸
籍
の
編
成
［
…
］
は
本
人
の
自
由
に圧せておけばいいことで、強制的に新戸締をつくって前の戸廠に戻る道をふさぐ必要もない〔…］・離幡を
すればまた実家に戻るという、従来からの一般の国民感慨があることも否定できないのだから、［…］理届ば
かりで行ってそのため一般の抵抗感が生ずるようになったら、これまた国会瀞識が大変だ［…強調和Ⅲ］。
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と
述
べ
て
、
離
婚
復
氏
者
の
復
籍
が
本
’
文
原
則
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
新
戸
籍
編
製
は
但
し
書
き
で
付
加
さ
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
問
題
点
自
体
に
一
切
一
言
及
せ
ず
「
封
建
的
た
り
う
る
他
の
諸
点
を
全
て
廃
止
し
た
」
と
言
明
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
プ
レ
イ
ク
モ
ァ
と
オ
プ
ラ
ー
が
か
く
も
亜
辨
禰
し
た
点
に
つ
き
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
が
独
断
で
決
定
を
下
し
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
が
わ
ざ
わ
ざ
オ
プ
ラ
ー
の
文
書
を
引
用
し
、
か
つ
問
題
解
決
ず
み
と
記
し
た
こ
と
か
ら
見
て
も
、
こ
の
点
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
と
オ
プ
ラ
ー
が
改
め
て
打
ち
合
わ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
既
に
こ
の
年
七
月
に
Ｇ
Ｓ
が
「
異
議
な
し
」
と
し
て
後
に
国
会
提
出
済
み
の
民
法
草
案
で
、
離
婚
時
の
強
制
的
復
氏
を
既
に
認
め
て
し
ま
っ
て
い
る
訳
で
も
あ
り
、
戸
籍
法
で
も
復
籍
・
新
戸
籍
編
製
の
選
択
肢
を
与
え
る
な
ら
ば
⑩
案
で
良
い
、
と
オ
プ
ラ
ー
も
承
認
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
［
４
］
国
会
審
議
（価）
国会でも主同木の配慮が功を奏したのか、一九条は⑪｜案の通り、質疑・討論・修正なく成立した。
原
案
に
対
す
る
異
議
（
〔
オ
ブ
ラ
ー
の
前
記
］
一
九
四
七
年
八
月
二
二
日
付
け
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
参
照
）
は
、
登
録
［
の
一
単
位
］
の
範
囲
を
親
子
の
み
の
家
族
に
限
定
し
、
［
…
］
解
決
を
見
た
。
［
…
］
本
法
案
は
、
［
影
響
力
の
］
強
大
な
旧
戸
籍
制
度
を
新
憲
法
と
新
民
法
に
整
合
さ
せ
る
た
め
の
全
面
的
改
正
で
あ
り
、
旧
制
度
下
の
好
ま
し
く
な
い
権
力
、
影
響
、
義
務
、
及
び
封
建
的
た
りうる他の諸点を企て廃止したものである。〔…］
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
（
九
）
（
和
田
）
几
几
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◎
第
一
九
条
こ
の
項
の
問
題
点
は
、
抑
々
成
年
に
達
し
た
者
に
自
由
に
分
緋
す
る
権
利
を
認
め
る
「
成
年
分
新
権
」
の
川
設
（
付
表
５
の
（
ｈ
）
）
と
、
成
年
分
籍
者
の
子
に
同
時
に
分
締
す
る
こ
と
へ
の
同
意
乃
至
拒
否
す
る
決
定
梅
を
認
め
る
と
い
う
「
分
繍
同
意
権
」
賦
与
の
是
非
（
同
表
（
ｉ
）
）
、
と
二
点
に
分
か
れ
る
。
た
だ
、
草
案
条
文
は
同
箇
所
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
便
宜
上
こ
れ
を
本
稿
で
は
同
時
に
扱
》つ。
要
綱
①
第
九
条
ノ
九
家
族
ハ
分
締
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
此
場
合
一
一
於
テ
ハ
自
己
ノ
直
系
卑
属
ヲ
其
戸
繍
二
人
ラ
シ
ム
ルコトヲ得（民七四二）〔旧法の項を見よ〕
旧
法
戸
輔
法
に
該
当
規
定
な
し
（
分
家
の
届
出
に
つ
い
て
の
み
、
第
一
四
五
条
）
民法第七四二条に離籍（①を見よ）、同第七四三条に戸主の同意ある分家の規定あり
まず、条文変化を整理する。
法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
四
号
（
２
）
成年分締椛
－１‐ 
'、
○ 
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⑦
第
二
六
条
ノ
三
戸
締
ノ
兼
頭
二
記
戦
シ
タ
ル
者
及
上
其
配
偶
者
ヲ
除
ク
外
成
年
ニ
達
シ
タ
ル
者
ハ
分
薪
ヲ
④
⑤
⑥
 第二六条ノー一一第
籍
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
③
第
二
六
条
第
十
四
条
ノ
四
二
褐
ケ
タ
ル
者
［
戸
繍
筆
頭
者
〕
及
上
其
配
偶
者
ヲ
除
ク
ノ
外
成
年
二
途
シ
タ
ル
者
ハ
分
繍
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
第
五
成
年
者
は
分
爾
を
為
す
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
為
ス
コ
ト
ヲ
得
［
…
但
書
離
鰯
の
場
合
の
例
外
］
戦後占傾期の民法・戸厭法改正過径（九）（加川）
ヲ得分離
者
又
ハ
其
戸
籍
二
人
ル
者
ノ
未
成
年
ノ
子
一
一
シ
テ
之
卜
氏
ヲ
同
シ
ク
ス
ル
者
ハ
分
繍
者
ノ
戸
繍
二
人
ル
分
籍
者
ノ
成
年
ノ
子
ニ
シ
テ
之
卜
氏
ヲ
同
シ
ク
ス
ル
者
ハ
其
［
④
ノ
］
同
意
ヲ
得
テ
之
ヲ
分
籍
者
ノ
戸
簸
二
人
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
分
籍
ノ
届
出
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
新
戸
籍
ヲ
編
成
ス
４
稗
識
者
ノ
直
系
卑
属
ニ
シ
テ
之
卜
氏
ヲ
同
シ
ク
ス
ル
者
ハ
之
ヲ
分
綴
者
ノ
戸
籍
一
一
入
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
第
十
条
ノ
ニ
ニ
褐
ケ
タ
ル
者
［
戸
繍
筆
頭
者
〕
及
上
其
配
偶
者
ヲ
除
ク
［
④
ノ
］
外
成
年
二
途
シ
タ
ル
者
ハ
分
｛ハー
Hosei University Repository
⑨Ⅱ（ｃ）と内容上全く同一
（ｃ）第二六条ノー戸籍ノ筆頭二記載シタル者及上其配偶者ヲ除ク外成年ニ達シタル者ハ分籍ヲ
為スコトヲ得［⑦の該当部削除された］
分
籍
ノ
届
出
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
新
戸
籍
ヲ
編
成
ス
分
籍
者
ノ
十
五
歳
以
上
ノ
子
ニ
シ
テ
之
ト
氏
ヲ
同
シ
ク
ス
ル
者
ハ
其
同
意
ヲ
得
テ
之
ヲ
分
籍
者
ノ
戸
籍
二
人
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
者
卜
氏
ヲ
同
シ
ク
ス
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
其
戸
籍
二
人
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
部削除された］
得［⑦の該当部削除された］
１
 
分籍者又ハ其戸籍二入ル者ノ十五歳未満ノ子ニシーフ之卜氏ヲ同シクスル者ハ分籍者ノーＰ籍二人ル［⑦の該当
得
分
籍
後
其
者
ハ
分
籍
者
ノ
戸
籍
二
人
ル
コ
ト
ヲ
得
第二七条戸籍の筆頭に記載した者及びその配偶者を除く外、成年に達した背は、分籍をすることができる。
分
籍
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
新
戸
籍
を
編
製
する。
分籍者又ハ其戸籍二人ル者ノ十五歳未満ノ子ニシテ之卜氏ヲ同シクスル者ハ分籍者ノ戸籍二人ル分籍後分籍
法
学
志
休
第
一
○
四
巻
第
四
号
分
籍
ノ
届
出
ア
リ
ク
ル
ト
キ
ハ
新
戸
籍
ヲ
編
成
ス
分溌者ノ十五歳以上ノ子一一シテ之卜氏ヲ同シクスル者ハ其同意ヲ得テ之ヲ分籍者ノ戸籍二人ラシムルコトヲ
や
、
一
・
ユノ｜’
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［ｌ］要綱
既
に
前
章
で
も
見
た
通
り
、
こ
の
成
人
分
籍
権
が
初
め
て
出
て
来
る
の
は
要
綱
第
五
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
成
年
者
は
自
由
に
本
人
の
意
思
で
分
繍
が
で
き
る
。
現
行
法
に
も
採
り
入
れ
ら
れ
た
（
第
二
一
条
）
。
繰
り
返
す
が
、
こ
の
「
成
年
分
繍
椛
」
は
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
蛎
姻
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
、
ま
た
要
綱
第
一
・
第
三
の
二
反
対
解
釈
の
編
製
原
理
「
離
婚
後
彼
氏
者
は
仮
綴
」
の
問
題
で
も
仮
に
こ
の
ま
ま
で
あ
っ
て
も
、
本
人
が
希
望
す
れ
ば
、
要
綱
第
五
に
よ
り
随
時
分
籍
が
可
能
に
な
る
。
し
か
も
、
「
三
世
代
戸
鰯
徹
底
排
除
」
戦後占師剛の民法・戸薪法改正過程（九）（和田）
一ハーニ
次に、制定までの経緯を見よう。
⑩
⑪
◎
 第二
一
条
成
年
』
この限りでない。
分
繍
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
新
戸
籍
を
編
成
す
る
。
１
 
［⑨の第一一一，四項削除］
分惑識者は、亥
ことができる。
分
繍
者
又
は
そ
の
戸
籍
に
入
る
者
の
十
況
歳
未
満
の
子
で
あ
っ
て
こ
れ
と
氏
を
同
じ
く
す
る
者
は
、
分
繍
者
の
戸
廠
に
入
る
。
成年に達した者は、
そ
の
十
五
歳
以
上
の
子
で
あ
っ
て
自
己
と
氏
を
同
じ
く
す
る
者
の
同
意
を
得
て
、
こ
れ
を
そ
の
戸
籍
に
入
ら
せ
る
分
綴
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
戸
籍
の
誠
頭
に
記
城
し
た
者
及
び
そ
の
配
偶
者
は
、
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［２］ＧＳとの会談前までの草案③ｌ⑨
条文を見れば判る通り、この段階では、「三世代戸繕原則排除」の編製原理であったため、既述との通り非嫡出子
たる孫につき三世代戸籍編製が可能であったこと、また旧法下の戸籍は多くが三世代以上の編製であり、新法下でも
新たな届出などによる変動がない限り改製する予定は全く無かったこと（後述の十年の改製期限設定の項参照）、の
二点が起草者の念頭にあり、分籍者の子供の扱いにつき、規定を置いている。
③では「分籍者ノ直系卑属ニシテ之卜氏ヲ同シクスル者」は「之ヲ分籍者ノ戸藷二人ラシムルコトヲ得」であった
が、④で「成年ノ子」「未成年ノ子」で同意の有無を区別し（⑤⑥同じ）、⑦でこれが「十五歳以上ノ子」「十五歳未
満ノ子」の別となり、かつ分籍後の変動についても規定を置く。⑨はこれから、分諮後の変動規定を削除し、ＧＳと
の会談に臨むことになったが、子の同意の有雌で分縦者の戸雛に入るや否やの点を、Ｃｓは問題とした。
法
学
志
休
節
一
○
四
巻
鰯
四
号
六
四
編梨原理を以てしても、当人が老齢になろうが婚姻するまで決して親の戸籍から出る可能性はないゆえに、成年分謡織
（価）
怖の行使こそが、一Ｐ瀞の「家」類似性を排除するものである。
頁）。まず、彼は成年分籍椛が自由に行使可能である旨、法文上判り易くすべし、と提案し、考噸を求める。
［
３
］
Ｇ
Ｓ
と
の
会
談
ＧＳは［－］で記した通りの成年（瓢椛椛の迩要さゆえに、ブレイクモァはこれを亜祝した（第二回、八／九、三八
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（、）
この点はその後の草案・成立法で８℃変わらずであったが、彼の分籍を奨励せんとする意図が見える。
こ
れ
に
す
ぐ
引
き
続
き
、
次
に
、
子
供
の
同
意
権
に
つ
き
、
プ
レ
イ
ク
モ
ァ
は
「
家
」
の
形
態
が
残
る
こ
と
を
懸
念
、
こ
れ
を
「
面
白
くない」とまで一一一一口って論難する（同三八’三九頁）。
［
ブ
］
次
に
、
同
条
第
三
項
で
分
籍
者
が
十
五
歳
以
上
の
子
を
自
己
の
戸
繍
に
入
ら
せ
る
に
は
そ
の
子
の
同
意
を
要
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
そ
う
す
る
と
、
先
程
の
例
の
よ
う
な
場
合
、
私
生
児
の
母
が
分
籍
す
る
と
き
、
そ
の
母
の
両
親
が
そ
の
私
生
児
を
自
分
の
戸
籍
に
残
し
て
お
き
た
い
と
思
い
、
そ
の
私
生
児
が
母
の
両
親
の
意
に
応
じ
て
（
十
五
歳
以
上
の
場
合
）
そ
の
戸
籍
に
留
ブ
第
二
七
条
に
「
分
籍
」
の
規
定
が
あ
る
が
、
そ
の
手
続
き
に
つ
い
て
の
べ
て
い
な
い
の
は
ど
う
か
。
司
そ
れ
は
第
一
四
四
条
以
下
に
規
定
し
て
い
る
。
ブ
そ
の
点
は
判
っ
た
が
、
第
二
七
条
第
一
項
に
「
向
山
に
分
籍
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
旨
を
明
確
に
し
た
ら
よ
い
と
思
う
。
考慮されたい。
ま
る
と
い
う
状
態
を
生
ず
る
。
こ
れ
で
は
「
家
」
の
形
態
が
残
る
こ
と
に
な
っ
て
面
白
く
な
い
。
［
強
調
和
田
］
司
私
生
児
の
母
の
両
親
が
、
私
生
児
を
自
己
の
戸
籍
に
残
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
実
質
的
に
は
何
の
意
味
も
な
い
。
当
方
で
は
子
が
十
五
歳
以
上
の
場
合
と
十
五
歳
未
満
で
区
別
し
た
の
は
、
既
に
十
五
歳
に
も
達
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
そ
の
子
自
身
の意志を尊重しようという考えからである。
プ
実
質
的
に
意
味
が
な
い
こ
と
な
ら
ば
、
子
に
選
択
権
を
与
え
る
必
要
は
な
い
。
自
分
の
心
配
は
、
或
は
単
な
る
心
配
に
過
ぎ
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
少
く
と
も
前
述
の
よ
う
な
結
果
を
生
ず
る
こ
と
は
、
「
家
」
の
形
に
し
た
が
っ
て
思
想
が
残
存
し
て
い
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
（
九
〉
（
和
田
）
六
五
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ブレイクモァはまずこの点、「実質的には何の意味もない」という司法省の言（つまり、「家」残存の意図はない）
を
引
き
出
し
、
そ
れ
な
ら
ば
「
選
択
権
を
与
え
る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
如
く
、
日
本
川
の
「
家
」
廃
止
の
意
図
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
杷
憂
に
過
ぎ
ぬ
に
せ
よ
、
「
家
」
残
存
の
誤
解
は
徹
底
的
に
避
け
る
べ
き
だ
、
と
い
う
論
法
を
再
び
使
う
の
で
あ
る
。
こ
の
後
、
プ
レ
イ
ク
モ
ァ
は
八
月
一
二
日
付
け
の
オ
プ
ラ
ー
宛
文
諜
で
は
、
成
人
分
餓
椛
そ
の
も
の
の
メ
リ
ッ
ト
は
述
べ
て
い
な
い
。
が
、
「
三
世
代
戸
籍
徹
底
排
除
」
原
理
確
立
を
提
案
し
（
既
述
）
、
こ
れ
は
未
婚
の
成
人
子
が
ま
だ
両
親
の
戸
籍
に
留
ま
る
こ
と
に
は
な
る
が
、
⑨
案
二
八
条
に
あ
る
様
な
、
自
分
の
子
供
を
自
分
の
親
の
戸
籍
に
残
し
た
ま
ま
、
自
身
は
そ
の
戸
繍
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
り
す
る
こ
とはなくなる、とこのケースに言及している（「ＧＳ戸籍法史料Ａ」）。
結
局
、
子
の
同
意
樅
の
条
項
は
⑩
案
で
削
除
さ
れ
た
の
は
冒
頭
に
見
る
通
り
で
あ
る
。
本件は、初案①、要綱、②ｌ⑨案起草過程を通じ、記録上は全く問題として取り上げられていない。唯一、ＧＳと
［
４
］
国
会
審
議
国
会
で
は
成
年
分
譜
権
の
創
設
は
質
疑
・
討
論
・
修
正
な
く
、
⑪
案
の
通
り
可
決
し
た
。
法
学
志
休
姉
一
○
四
巻
鰯
四
号
る
の
で
は
な
い
か
と
の
誤
解
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
点
で
あ
る
。
（
３
）
日
本
人
と
外
国
人
と
の
結
婚
・
外
国
人
の
戸
繍
の
不
存
在
《ハーハ
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成立過程も、ＧＳとの会談のみを見る。問題点の議論も、厳密には法解釈・立法政策・その後の法改正のみならず、
国籍法そのものに立ち入る必要が生じるので、本稿では基本的に問題の指摘と簡単な分析に止める。
会
談
第
四
期
に
入
っ
て
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
が
青
木
と
長
谷
川
に
こ
の
点
を
質
疑
し
た
の
は
、
内
容
上
不
十
分
な
が
ら
も
、
問
題
点
指
摘
は極めて的確である（第一四回、一○／一三、五三）。
の
会
談
末
期
に
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
が
疑
義
を
発
し
た
の
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
条
文
は
参
考
の
み
を
一
部
掲
げ
る
。
⑩
第
二
一
一
条
⑪
◎
第
二
一
一
一
条
こ
の
部
分
同
文
［…］新戸籍を編成され、又は他の戸籍に入る者は、従前の戸籍から除籍される。死亡し、失除の宣告を受け、
又
は
国
祇
を
失
っ
た
者
も
、
同
様
で
あ
る
。
司マ司マ
大そし非
体れな日
そでい本
二、」Ｏ【
戦後占緬期の民法・戸繍法改正過穏（九）（川川）
そ
れ
で
は
戸
薇
法
の
対
象
は
日
本
人
の
み
か
。
大
体
そ
う
で
あ
る
。
非
日
本
人
が
日
本
の
女
と
結
婚
し
た
場
合
に
新
戸
薇
を
編
成
す
る
か
。
-1→ 
′、
七
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（ｂ）外国人との婚姻が戸籍に全く記載されないという点は、日本人男性と非日本人女性の場合でも同じである。
（参考までに、一九八四年の戸籍法改正でどちらの場合も「配偶欄」［ママ］が設けられ、記斌されることになった。
昭
和
五
九
年
一
一
月
一
日
民
二
第
五
五
○
○
号
民
事
局
長
通
達
第
二
二
号
参
照
。
）
成
立
法
当
時
の
問
題
を
縦
理
し
て
お
く
。
（ａ）外国人は戸籍に編製されない。（参考までに、二○○七年一月現在も同様。対象となる外国人を限定した上で、
戸籍に編製する趣旨の立法の動きは一九九○年代前半にすでにあったようだが、その後の動向も含め、つまびらかに
この点は、法文上には全く直接の記載がなく、既に見たオプラーの言の通り、戸籍法理解が「むずかしい」ため見
（佃）
落としてしまう典型例であろう。しかも解釈によっては、この点にも「家」類似要素が潜んでいる、と考え得る。
しない。） マ
大
体
戸
籍
法
は
日
本
人
の
み
に
適
用
し
て
外
人
を
締
出
す
と
い
う
家
の
観
念
を
備
え
て
い
る
嫌
に
思
う
。
［
強
調
和
田
］
司
そ
う
い
う
事
は
な
い
。
戸
籍
に
登
録
さ
れ
て
あ
る
事
は
国
瀞
を
証
明
さ
れ
て
い
る
と
同
意
義
で
あ
り
、
外
国
人
の
場
合
は
届
出
を
つ
づ
っ
て
保
管
し
て
あ
り
、
又
寄
留
は
出
来
る
事
と
な
っ
て
い
る
。
マ
そ
れ
は
い
ず
れ
次
回
で
討
議
し
よ
う
。
司マ
法
学
志
休
第
一
○
四
巻
鋪
四
号
そ
れ
で
は
何
故
そ
れ
を
規
定
し
な
い
か
。
大体全体の条文から推定出来る。例えば第二二条等である。
六八
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（
ａ
）
に
つ
い
て
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
は
法
文
に
明
確
な
規
定
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
「
戸
籍
法
は
日
本
人
の
み
に
適
用
し
て
外
人
を
締
出
す
と
い
う
家
の
観
念
を
備
え
て
い
る
」
と
い
う
印
象
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
面
的
で
は
あ
る
が
、
正
し
い
。
明
治
民
法
の
下
で
、
外
国
人
乃
至
日
本
国
厩
を
失
っ
た
者
は
戸
繍
に
記
赦
さ
れ
ず
、
「
家
」
の
術
成
員
で
は
な
か
っ
た
。
典
型
的
な
の
は
、
明
治
民
法
第
九
六
四
条
「
家
督
相
続
ハ
左
ノ
事
由
二
因
リ
テ
開
始
ス
一
戸
主
ノ
死
亡
、
隠
居
又
ハ
国
籍
喪
失
［
…
］
」
で
あ
ろ
う
。
マ
コ
ー
戦後占領期の民法・戸籍法改正過程（九）（和川）
六
九
国籍法における当時の父系血統主義は、まずおくとしても、（ａ）（ｂ）（ｃ）（ｄ）とも、純粋に戸籍法上の問題と
し
て
捕
捉
可
能
で
あ
る
。
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
は
（
ａ
）
と
（
ｃ
）
を
指
摘
し
た
の
み
に
終
わ
っ
た
。
こ
の
二
点
に
つ
い
て
の
み
、
術
単
に
分
析しておく。
（ｃ）かつ、同婚姻により新戸籍編製は、これをしない。（同前改正で、強制的に新戸籍編製されることになった。
（⑲） 
改正法第一六条第三項参照。）
（
ｄ
）
外
国
人
と
硲
姻
し
た
日
本
人
の
戸
砺
が
、
強
制
的
に
親
の
戸
繍
か
ら
分
か
れ
、
新
編
製
さ
れ
る
の
は
、
日
本
人
男
性
に
日
本
人
国
繍
を
有
す
る
「
同
一
の
氏
を
称
す
る
子
」
（
第
一
七
条
）
が
生
ま
れ
た
時
の
み
で
あ
る
。
日
本
人
女
性
の
場
合
は
子
供
は
自
助
的
に
は
日
本
国
鰯
を
取
得
し
な
か
っ
た
た
め
、
（
な
お
か
つ
「
同
一
の
氏
を
称
す
る
子
」
で
は
な
い
た
め
）
強
制
的
に
親
の
戸
籍
か
ら
分
か
れ
て
新
編
製
さ
れ
な
い
。
こ
の
女
性
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
死
亡
す
る
ま
で
（
親
が
死
亡
し
た
後
も
）
親
の
戸
籍
に
止
ま
る
こ
と
に
な
る
。
（
随
時分縦すれば、即新編製となるのは無論男女を問わない。）
（その後の戸薪法改正は（ｃ）参照、また国籍法が両系血統主義に改正されたのも周知のとおり。）
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法
学
志
休
第
一
○
四
巻
箙
四
号
七
○
ミ
ッ
ク
が
こ
れ
を
知
っ
て
発
言
し
た
か
否
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
民
法
・
戸
締
法
上
の
「
家
」
の
規
定
は
一
切
外
国
人
に
は
適
用
さ
れ
ず
、
寄
留
が
で
き
る
の
み
で
あ
っ
た
の
は
、
司
法
省
側
が
説
明
す
る
通
り
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
司
法
省
側
が
「
そ
う
［
家
の
観
念
と
］
い
う
事
は
な
い
。
戸
籍
に
登
録
さ
れ
て
あ
る
事
は
国
籍
を
証
明
さ
れ
て
い
る
と
同
意
義
で
あ
り
、
外
国
人
の
場
合
は
届
出
を
つ
づ
っ
て
保
管
し
て
あ
り
［
…
］
」
と
主
張
す
る
の
は
、
「
そ
う
い
う
噸
は
な
い
」
理
由
の
説
明
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
で
あ
る
が
ゆ
え
に
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
も
次
で
、
諒
解
、
と
は
言
わ
ず
、
「
マ
そ
れ
は
い
ず
れ
次
回
で
討
議
し
よ
う
。
」
と
、
議
論
を
延
期
す
る
。
が
、
こ
の
後
記
録
に
は
こ
の
点
の
討
議
は
見
ら
れ
ず
に
終
わ
っ
て
い
る
。
（
ａ
）
Ｉ
（
ｄ
）
の
点
に
つ
き
内
容
上
の
法
案
修
正
も
一
切
な
く
、
他
か
に
⑪
案
で
、
第
二
二
条
と
第
二
三
条
の
順
序
が
入
れ
代
わ
っ
た
のみである。マコーミック自身も一二月一日の文書（「ＧＳ戸籍法史料Ｃ」）ではこの点何等言及していない。
国
会
で
も
、
こ
の
点
質
疑
・
討
議
・
修
正
は
一
切
な
か
っ
た
。
第
二
節
戸
繍
編
製
原
理
以
外
の
問
題
（
１
）
戸
籍
改
製
の
時
限
上
の
問
題
’
十
年
の
猶
予
期
間
設
定
Ｉ
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⑪
。
附
則
第
一
二
八
条
第
一
項
［⑪◎は附則を第一条以降でなく、第一二六条以下の通し番号とした］
⑩
附
則
第
三
条
第
一
項
⑨
附
則
第
三
条
第
一
項
旧
法
に
よ
っ
て
編
製
し
た
戸
籍
は
、
新
法
に
よ
っ
て
こ
れ
を
編
製
し
た
も
の
と
み
な
す
。
関係重要条項のみ最初に見ておく。
規
定
に
よ
る
戸
籍
は
、
命
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
新
法
に
よ
っ
［
和
田
注
文
言
上
の
変
化
の
み
］
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
蕊
法
改
正
過
程
（
九
）
（
和
田
）
旧
法
の
規
定
に
よ
る
戸
綴
は
、
新
法
の
規
定
に
よ
る
戸
籍
と
み
な
す
。
ない。
と
き
は
、
旧
法
に
よ
っ
て
編
製
し
た
戸
籍
は
、
命
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
新
法
に
よ
っ
て
こ
れ
を
改
製
し
な
け
れ
ば
な
ら
旧法によって編製した戸籍は、新法によってこれを編製したものとみなす。但し、新法施行後十年を経過した
［和田注「十年猶予」の導入］
但
し
、
新
法
施
行
後
十
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
旧
法
の
て
こ
れ
を
改
製
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
七
一
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ブ
レ
イ
ク
モ
ァ
は
会
談
で
は
方
法
を
示
唆
し
た
の
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
八
月
一
二
ｕ
の
段
階
で
、
こ
れ
を
「
根
本
的
な
問
題
」
と
して重視した上で、初めて具体的に「十年」の猶予期間設定を考慮している（「ＧＳ戸籍法史料Ａ」）。
次
に
、
改
正
過
程
を
見
る
。
ＧＳとの会談第一期に、
〔
…
］
旧
制
度
か
ら
新
制
度
へ
の
移
行
時
期
に
何
ら
時
限
設
定
が
な
い
の
は
根
本
的
な
問
題
で
あ
る
。
［
…
〕
司
法
省
の
役
人
は
迅
速
な
変
革
を
実
現
さ
せ
る
努
力
は
、
混
乱
を
宵
す
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
私
は
十
年
計
画
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
的ブあ司ブま司ブ
Ilillるま
限社・情古で本附
を会そ勢い存法１１り
つ生こが戸置案第
け活ま好籍し施三
るので転の、行条
こ逃しし有施のは
と腰なて効行際い
もにく紙１０１後、か
－（\ても間の古な
H1(黛全|洲借＆
で自後も間に繍旨
あ然段一Ｉ的よを力、
ろに々分制つ全・
う促分に限て部
・進籍なを漸新
さ等れつ次し
れもばけ新い
る行別、し戸
こわだ新い綴
とれが戸戸に
とて、籍鰯切
は案現にＩこり
思外在早きか
う早とくりえ
がくしきかる
、新てりえこ
本戸ばかてと
法籍さえ行は
施｜こよらくＪｉ'｜
行切うれこｌｌｉｉ
後りなるとで
あか時よ’こき
るわ間うしな
ｌｊｉぞ'１１雛》ｌ
を行限をでら
兇くを与・あ、
てと附える一
上思すて。応
述うるは古
の。こどい
よとう戸
うもか籍
な不゜’よ
時能そ
間での
法
学
志
林
第
一
○
四
巻
鋪
四
号
ブ
レ
イ
ク
モ
ァ
は
ま
ず
こ
の
時
限
上
の
問
題
を
指
摘
す
る
（
第
三
回
、
八
／
二
、
四
二
頁
）
。 七
二
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第
二
期
に
、
オ
プ
ラ
ー
は
こ
の
プ
レ
イ
ク
モ
ァ
案
を
受
け
て
十
年
間
の
時
限
設
定
を
強
力
に
主
張
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
最
重
要
課
題
「三大原則」の一つとしたことは既に見た通りである（第六回、八／二○、四六’四七頁ｌ尤もオプラーは八月二二
日の「ＧＳ戸籍法史料Ｂ」ではこの点全く言及しておらず、「三大原則」の一つとの認識は日本側による主観的なも
の
に
過
ぎ
な
い
可
能
性
は
あ
る
が
、
こ
の
意
味
に
限
定
し
て
も
改
正
過
程
上
重
要
な
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ま
た
オ
プ
ラ
ー
に
よ
る
文
書が概略の記録であるのに対し、会談でのメモを元にし詳細極めた日本側記録に頼ることは妥当である）。
オ
法
律
の
体
裁
も
あ
る
か
ら
、
自
分
は
一
応
十
年
位
の
限
界
を
つ
け
、
も
し
そ
の
時
で
き
な
け
れ
ば
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
に
すればよいと思う。
力局
で
き
れ
ば
さ
よ
う
に
し
た
い
が
資
材
や
人
手
の
関
係
上
現
在
の
と
一
」
ろ
、
そ
の
よ
う
な
限
界
線
を
つ
け
る
一
」
と
は
む
ず
か
し
ォ
こ
の
法
案
で
は
古
い
戸
繍
は
、
新
し
い
こ
と
が
起
っ
た
度
毎
に
か
え
て
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
全
部
の
戸
繍
が
新
し
く
な
る
の
に
は
五
十
年
も
か
か
ろ
う
。
そ
れ
故
、
全
部
を
十
年
位
の
間
に
新
く
き
り
か
え
る
と
い
う
限
界
線
を
定
め
た
ら
ど
う
１
○
 
田竺つ◎
［オ］結局当方の意見をまとめて言えば、［…］
（三）旧戸籍を新戸籍に切りかえる期限の制限をつけること。
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
を
解
決
し
な
け
れ
ば
、
会
談
し
て
も
無
駄
で
あ
る
。
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
緬
法
改
正
過
程
（
九
）
（
和
川
）
￣、「－１戸
ン１．；
、-〆￣￣
い
･ 
七
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関
連
具
体
的
条
項
は
な
い
の
で
、
Ｇ
Ｓ
と
の
会
談
の
検
討
か
ら
入
ろ
う
。
こ
れ
は
、
ブ
レ
イ
ク
モ
ァ
が
指
摘
し
な
か
っ
た
重
要
点
の
一
つ
で
あ
る
が
、
推
察
す
れ
ば
、
日
本
語
能
力
の
高
か
っ
た
プ
レ
イ
ク
モ
ァ
としては、且の多い条●文でも審議する自信があったのであろう。これに対し第二期にオプラーが、←条文削減を要請す
る（第六回、八／二○、四四’四五頁）ばかりか、これを「三大原則」の一つとする（同四七頁）。
結局⑩案で司法省はこの提案をうけいれ、「十年のみ猶予」の条項が導入され、国会でもこの通り通過した。（尚、
「
戸
籍
筆
頭
者
」
と
「
戸
主
」
の
関
連
で
、
こ
れ
を
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
国
会
審
議
に
つ
い
て
は
、
本
章
第
一
款
（
３
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
の
一
二
月
一
日
付
け
文
書
に
も
こ
の
点
の
言
及
は
な
い
が
、
オ
プ
ラ
ー
の
八
月
の
文
書
に
倣
っ
た
た
め
か
（印）
とも思われる。）
オ
プ
ラ
ー
次
に
困
難
の
第
三
点
は
、
こ
の
法
案
は
技
術
的
な
も
の
で
あ
り
、
む
ず
か
し
い
、
余
り
に
も
精
ち
［
マ
マ
］
な
法
案
で
あ
り
、
自
分
の
課
で
は
、
ブ
レ
ー
ク
モ
ー
ァ
氏
帰
国
し
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
氏
不
在
で
、
現
在
居
る
の
は
自
分
と
マ
イ
ャ
ー
氏
の
二
人
で
あ
る
た
め
、
三
、
四
時
間
続
き
の
会
談
を
や
っ
て
も
、
七
、
八
回
は
か
か
る
と
思
わ
れ
、
自
分
等
が
こ
の
法
案
を
理
解
す
法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
四
号
局
［
…
］
（
三
）
の
点
は
な
お
研
究
の
上
至
急
連
絡
す
る
。
（
２
）
条
文
の
大
幅
削
減
・
施
行
規
則
へ
の
移
項
七
四
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オ
プ
ラ
ー
は
実
際
、
こ
の
点
相
当
負
担
に
感
じ
て
い
た
よ
う
で
八
月
二
二
日
の
文
書
で
も
、
法
案
が
現
状
の
ま
ま
で
は
会
議
・
交
渉
が
長引くであろうし、ブレィクモァが始めた交渉も端緒についた所で終わってしまった、と指摘した上で、
と記録している。
八月二○日の会談で、［…］私は司法省の代表に以下の点を伝えた。
ａ・本法現在案は悪訳で理解困難である。［！］
ｂ・条文規定の多くは純粋に技術的事項に関わるので、法案から削除し、行政規則に委ねるべきである。［…］
［オ］結局当方の意見をまとめて言えば、［…］
（一一）一部を法律から削除して、法律を簡明なものとすること。［…］
であって、この点を解決しなければ、会談しても無駄である。
局［…］（二）［…］の点はなお研究の上至急連絡する。
るだけでもむずかしく、いわば第二の民法案である。［：．］
ォ
こ
の
法
案
に
は
細
か
い
技
術
的
な
問
題
が
多
く
、
一
○
パ
ー
セ
ン
ト
位
が
法
律
で
外
は
行
政
的
な
も
の
だ
か
ら
、
そ
の
行
政
的なものは司法省の行政的規定（日日目の【『目ぐの『の恒一目。。）にゆずったらどうか。
局その御意見には賛成である。［．：］
７局
● 
￣ 戦後占緬期の民法・戸籍法改正過程（九）（和田）
七
五
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法
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志
休
第
一
○
四
巻
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四
号
七
六
こうした「技術的事項」は、国民の実体的権利義務を規定するものではない、との前提の下に、オプラーも法律で
な
く
省
令
へ
委
任
可
能
、
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
尤
も
Ｇ
Ｓ
自
体
は
、
技
術
的
事
項
を
政
令
に
委
ね
る
件
に
つ
き
（
既
に
Ｇ
Ｓ
の
課
長
から局次長になっていた）ケイディスにわざわざ柵談した上で、慎重に決定したようである。０ｓ戸籍法史料Ｃ、鋪
３
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
は
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
と
相
談
の
上
、
戸
薇
法
自
体
の
規
定
を
詳
細
趣
ま
る
も
の
に
す
る
よ
り
は
、
省
令
が
出
さ
れ
る
（
Ｃ
ｓに提出される、の意か？原文㎡ロワ目耳８．．）度にこれに注意を払う方が実際的（原文．づ日。（－８「）である、と
合
意
し
た
、
と
あ
る
。
Ｇ
Ｓ
が
本
法
案
を
軽
々
し
く
扱
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
政
令
へ
の
委
任
に
つ
い
て
も
慎
重
に
な
っ
ていたのであろう。（「家」類似要素のかなり徹底した排除を図ったＯＳとしても、この決定に若干の危険性が伴うこ
とも危倶した可能性もある。）
結局司法省はこのＧＳの要請を呑まざるを得なかった。その経緯につき、青木が回顧している（「戸籍法／座談会
Ⅱ」三二’三三頁）。即ち、Ｃｓより「条文が多過ぎると」いう「大変な問題が持ち出された」、「条文数を半分ぐら
（別）
いに減らせという要請」で、「これには困り」、しかし「先方は［：．］審議が手間取［ろ…〕」ので、「泣く泣く［…］
減らす作銚不を始めた」と語る。
そして、その結果は、
田
中
結
果
的
に
は
四
四
条
減
っ
て
お
り
ま
す
。
青
木
四
分
の
一
ぐ
ら
い
落
と
し
た
で
し
ょ
う
。
［
…
］
届
川
な
ど
の
国
民
の
直
接
か
か
わ
り
の
あ
る
条
文
は
落
と
せ
ん
わ
け
で
す。そうすると、勢い戸籍の記載のところの条文を落とさざるを得ません。その辺を思い切って規則のほうに
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た
だ
、
「
戸
瀞
諏
頭
者
」
の
疏
で
既
述
の
通
り
、
問
題
は
戸
獅
法
の
国
会
で
の
成
立
の
後
で
あ
り
、
施
行
規
則
自
体
は
、
一
二
月
二
九
日
に
な
っ
て
初
め
て
省
令
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｏ
Ｓ
が
こ
れ
を
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
規
則
の
英
訳
も
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
Ｏ
Ｓ
／
Ｃ
ｌ
＆
Ｅ
／
Ｐ
Ｈ
Ｗ
）
の
文
書
に
は
管
見
の
限
り
で
は
見
ら
れ
な
い
。
（
「
Ｇ
Ｓ
戸
籍
法
史
料
Ｃ
」
の
第
３
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
（網）
は
前
述
の
通
り
、
省
令
が
出
さ
れ
る
度
に
こ
れ
に
注
意
を
払
う
一
云
々
、
と
あ
る
の
だ
が
。
抑
々
細
か
い
規
則
は
読
ん
で
理
解
す
る
の
が
大
変
、
と
の
理
由
で
条
文
削
減
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
後
鍛
終
版
の
規
則
も
英
訳
さ
れ
た
に
せ
よ
、
改
め
て
検
討
は
し
な
か
ったのであろうか。）それゆえに戸籍筆頭者の問題がここで看過されたと思われることは既に述べた通りである。
青
木
は
別
の
箇
所
で
も
「
審
議
の
便
宜
と
て
条
文
数
の
減
少
を
要
求
さ
れ
た
。
［
…
］
条
文
数
に
つ
い
て
は
で
き
る
限
り
施
行
規
則
に
〈塊）
譲
る
こ
と
に
し
て
そ
の
減
少
に
努
め
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
（尚、マコーミックの記録にはこの点特に言及はない。）
国
会
で
は
こ
の
点
を
問
題
に
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
落とす、こういう作業をして、いま一一一一口われたように四四条落としたわけです。その結果、旧法に比べたら、戸
籍
法
全
体
の
条
文
が
バ
ラ
ン
ス
を
失
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
法
律
だ
け
で
な
し
に
規
則
と
一
緒
に
見
な
い
と
、
戸
鰯
の
仕
組
み
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
け
ど
、
こ
れ
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
し
た
。
戦後占師川の民法・戸籍法改正過程（九）（和田）
七
七
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先
ず
、
本
章
の
個
別
問
題
点
を
付
表
５
の
記
号
に
従
っ
て
概
観
す
る
。
司
法
省
と
Ｇ
Ｓ
の
会
談
に
お
け
る
対
立
点
を
、
特
に
問
題
と
な
った（△（ｂ）（９）（ｋ）を中心に見ておく。
司法省の主張の要点は、次の通り。
①
紙
と
人
手
が
な
い
。
②
司
法
省
に
は
実
務
の
責
任
が
あ
り
、
実
務
の
混
乱
回
避
が
．
番
念
頭
」
に
あ
り
、
取
り
扱
い
を
余
り
変
え
な
い
よ
う
に
し
こ
れ
に
対
し
Ｇ
Ｓ
の
主
張
は
次
の
通
り
。
⑤
「
家
」
の
名
残
は
、
日
水
川
自
身
の
決
定
を
⑤
「
家
」
の
きである。
⑥
「
家
」
類
③
実
務
の
相
手
側
た
る
国
民
全
員
に
直
結
す
る
制
度
ゆ
え
、
国
民
意
識
と
遊
離
し
た
机
上
の
議
論
に
よ
る
改
正
は
、
窓
口
で
も
国民も混乱するし、国会も通らない。
④
戸
瀞
を
生
活
の
実
態
と
な
る
べ
く
合
わ
せ
た
い
。
第
三
節
小
括
ある。 たい
○ 
法
学
志
林
輔
一
○
四
巻
第
四
号
「家」類似制度の残存は、「家」が裏口から再び入り込んで来る、また反動的グループに利用される危険が
画
さ
せ
る
た
め
、
ま
た
惑
法
の
要
諦
の
部
分
も
あ
り
、
徹
底
的
に
廃
止
す
べ
七
八
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省の条文起草の基本方針の最大の問題点はここにあった、と言えよう。
根付いている旧来の「家」的意識に依存するのが最も安易な方法であり、これを通して「家」類似条項の存置に雛る
最後に、以上に於ける「誰が、何を、決めたのか」をまとめておく。第①次案を除き、要綱と策③ｌ⑨次案での旧
法からの変化は、この時期戸籍法についてＧＳとのコンタクトはないので、日本側が自主的に決めたものであろう。
（但し、民法上の「家」についてはコンタクトがある以上、ＧＳからの影響から自由でないことは留保しておく。）
これらは、以下の四点である。
・編製単位を「家」ではなく、基本的にひとつの夫婦とその直系卑屈とし、三世代戸耕を原則排除しているこ
ことになった。これを司法省も意識しており、「国民には理解し易い」のは「今迄の『家』の思想がのこっているかｌ
 
らであろう。」とブレイクモアが指摘するのに対し、司法省が「或はそうかもしれない。」（１）と応じている。司法
繰
り
返
す
が
、
司
法
省
が
指
針
と
す
る
「
混
乱
回
避
」
の
た
め
に
は
、
結
局
戸
薇
制
度
、
乃
至
そ
の
編
製
原
理
自
体
が
、
国
民
の
間
に
⑦
③
の
国
民
意
識
に
理
解
し
易
く
、
と
い
う
の
は
、
結
局
ま
だ
残
っ
て
い
る
「
家
」
の
思
想
に
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら、受け入れがたい。
⑧
三
世
代
戸
簸
は
徹
底
に
排
除
す
べ
き
で
あ
る
。
．「戸主」をなくし、「戸籍筆頭者」なる概念を創出していること。
戦
後
占
傾
期
の
民
法
・
戸
瓢
法
改
正
過
程
（
九
）
（
和
田
）
０〆）○
七
九
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本章の関連では、この状態のまま戸識法が成立に至った。他方、一覧性のために、次章に関係する点にも一一一口及してお
く
と
、
第
三
・
四
期
の
会
談
で
、
再
び
Ｏ
Ｓ
の
強
い
申
し
入
れ
の
下
、
戸
籍
鰯
の
公
開
原
則
が
、
非
公
開
原
則
へ
と
一
点
変
更
さ
れ
た
上
で
、
国
会
提
川
の
第
⑪
次
案
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
参
議
院
で
は
正
に
そ
の
一
点
の
み
が
改
め
て
Ｇ
Ｓ
の
了
承
を
得
て
、
修
正
さ
れ
、
公
開
原
則
が
復
活
し
、
戸
籍
法
が
成
立
に
至
っ
た
。
事
実
上
の
強
制
と
い
え
よ
う
。
法
学
志
休
第
一
○
四
巻
第
四
号
八○
・成年に達した者は自由に一Ｐ籍を分けることができる、「成年分解織権」を創設していること。
・旧法下の「戸主」等どの記載がある戸薇をそのまま新法上の戸籍と見なし、戸籍の変動があった範囲でのみ
順次攻製すること。
Ｇ
Ｓ
と
の
第
一
・
二
期
会
談
で
は
、
オ
プ
ラ
ー
が
い
わ
ば
「
三
大
要
請
」
と
し
て
、
日
本
側
の
方
針
の
「
家
」
廃
止
貫
徹
の
た
め
「家」的要素徹底排除、改製時限（十年）の明確化、条文数の大幅削減をあげ、こう修正しなければ、「会談しても無
駄
」
で
あ
り
、
修
正
す
れ
ば
、
司
法
筒
の
絶
対
的
希
望
で
あ
る
民
法
と
同
時
の
戸
籍
法
の
国
会
提
出
は
可
能
、
と
条
件
を
出
す
。
こ
れ
は
結
局
第
⑩
次
案
の
、
以
下
の
修
正
に
、
Ｇ
Ｓ
の
影
響
が
明
白
に
表
れ
る
こ
と
に
な
る
。
・
三
世
代
戸
籍
徹
底
排
除
・
離
幡
時
復
氏
者
復
職
／
新
戸
繍
編
製
の
選
択
肢
を
設
け
る
・
成
年
分
綴
に
子
の
同
意
権
廃
止
・十年後全面改製ルール
・条文数大幅削減
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．
「
戸
鰯
」
の
名
称
、
及
び
制
度
そ
の
も
の
・
個
人
別
編
製
で
な
い
点
・
同
氏
同
戸
籍
の
原
則
・
外
国
人
を
戸
籍
編
製
か
ら
除
外
・
戸
籍
簿
の
公
開
原
則
・
人
口
動
態
調
査
の
た
め
の
個
人
的
デ
ー
タ
収
集
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
以上を経て、新法峠
点
を
列
記
し
て
お
く
と
、
（㈹）木問題点とは若干乖離するので、深入りしないが、戸涛法草案・民法草案の該当条文を参考に掲げておく。
⑦案第二四条第三項父又ハ母力他ノ戸籍二人ルトキハ民法ノ規定ニ依り之卜同一ノ氏ヲ称スル子ハ其戸箭二人ル分籍ノ場合ヲ除ク
外
父
又
ハ
母
二
付
干
新
戸
濡
ヲ
編
製
ス
ル
ト
キ
亦
同
シ
（第二四条は民法第八三六条ノー第一項の改案により再考すべきものなきゃ）［との文、同箇所に印刷あり］
⑨
案
第
二
四
条
第
三
項
は
口
語
体
だ
が
全
く
同
一
⑩
⑪
◎
一
八
条
で
は
完
全
に
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
参
考
民
法
第
二
’
六
（
三
川
一
日
）
次
案
第八三六条ノー第一項「嫡出の子は父の氏を称す但父のみか子の出生前に離婚又は離縁に依りて婚姻又は縁組前の氏に復した
る
と
き
は
母
の
氏
を
称
す
民
法
第
七
次
案
（
六
月
二
四
Ⅱ
）
ｌ
現
行
法
第七九○条第一項嫡出である子は、父母の氏を称する。但し、子の出生前に父母が離婚したときは、離婚の際における父母
戦後占航期の民法・戸濡法改正過樫（九）（加川）
八一
新法が結果的に旧法のままである点、即ち日本側もＧＳも変更せず、乃至ＧＳの影響も及ばなかった
Hosei University Repository
（
灯
）
Ｃ
ｓ
の
企
図
と
そ
の
実
現
性
に
つ
い
て
単
に
一
例
と
し
て
検
証
し
て
み
る
と
、
成
年
分
儒
椛
行
使
に
よ
る
、
親
の
戸
廠
か
ら
独
立
し
て
の
新
戸
廠
績
製
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
の
後
の
統
汁
を
例
示
的
に
掲
げ
る
と
、
法
筋
櫛
「
節
一
○
庇
民
珈
訟
勝
人
脈
統
計
年
報
Ⅱ
平
成
三
年
」
二
’
三
頁
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
一
年
度
は
、
分
廠
に
よ
り
析
戸
廠
編
製
を
行
う
者
は
、
雛
期
（
第
一
六
条
一
項
に
よ
り
、
同
但
泌
に
も
拘
わ
ら
ず
殆
ど
の
場
合
新
戸
廠
御
製
）
に
よ
り
新
戸
糀編側を行う背に比し、約一パーセントに過ぎないと仮猟される。（これは一九八二’九一年度の数字でも殆ど変わらない。）
即
ち
、
あ
く
ま
で
一
例
と
し
て
九
一
年
喚
に
つ
き
、
蝦
姻
届
川
放
八
、
離
蛎
脇
州
数
Ｂ
、
分
研
屈
出
致
Ｃ
と
す
る
と
、
前
記
パ
ー
セ
ン
ト
数
を
商
め
に
鰍
川
す
る
と
し
て
も
、
今
（
蛎
馴
届
出
数
内
数
の
再
蛎
数
の
デ
ー
タ
が
な
い
た
め
）
仮
に
離
蛎
者
と
同
数
が
再
嚇
し
て
い
る
と
仮
定
す
る
と
、
（
シ
×
巴
－
｛
（
、
×
閂
）
十
○
｝
Ⅱ
□
こ
の
Ｄ
が
蛎
姻
に
よ
り
初
め
て
新
戸
簸
編
製
を
な
す
者
の
人
数
と
仮
定
し
得
る
。
（
二
倍
す
る
の
は
無
論
両
配
偶
者
猟
人
の
た
め
。
）
こ
う
し
て
Ｃ
の氏を称する。］
（仇）例えば「腿談会夫婦別姓の検討と課題」『ジュリスト」九三六号（一九八九年）、九○－一一七画、内九四頁に、例年九八パーセ
ン
ト
前
後
の
救
字
が
〃
生
尚
統
計
と
し
て
、
腿
野
溢
子
に
よ
り
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
［
３
］
の
Ｇ
Ｓ
と
の
会
談
で
司
法
肯
が
女
性
を
挙
げ
る
の
も
、
別
の
意
図
な
く
、
問
題
の
具
体
的
所
在
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
妬
）
尚
、
こ
れ
に
伴
い
四
七
年
一
二
月
二
九
日
の
戸
附
法
施
行
岨
Ⅲ
（
七
条
の
雛
嚇
届
に
側
す
る
条
項
に
は
何
ら
規
定
は
な
い
も
の
の
、
同
規
則
附
録
輔
一
三
号
の
「
離
蛎
の
脇
謝
」
様
式
の
項
目
「
（
瓦
巨
に
、
雛
蛎
似
氏
脅
の
「
似
緋
又
は
祈
戸
研
編
製
の
別
」
を
選
択
す
る
側
が
股
け
ら
れ
て
お
り
、
離
蛎
脇
を
す
る
者
に
は
新
戸
灘
続
製
の
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
が
必
然
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
実
際
に
は
「
原
則
」
と
「
申
出
を
し
た
と
き
」
の
（
例
外
の）別、というよりは同等の選択樅並列の扱いとなっていることは脂胸しておく。（雄子離縁の届出のひな形は、同規川にはない。）
（棚）分籍椛の亜要性は、これを看過した次の卑冨【芦論文が、外国人と蛎姻した日本人は（日本人同士蛎姻した者と異なり）、一九八
五年の戸籍法部分改正迄は、新戸藩編成が「できなかった」（屡口の言の『［…］８仁］口鬮の表現）ことを問題の一とする一方で、成年分濡
の
可
能
性
に
（
論
文
全
体
を
通
し
て
）
全
く
触
れ
て
い
な
い
誤
り
に
、
極
め
て
逆
説
的
に
現
れ
て
い
る
。
即
ち
こ
れ
は
、
成
人
分
廠
臓
を
設
け
た
が
ゆ
え
に
随
時解決可能で、問題にすらならない「仮象問趨」である。（『昌目の｜Ｌ・国ｑ：［・句・『［ゴの勿鳥ｃｃ〔［胃Ｃｏ－」。ｇ・〔・『（すの⑫鼻ＣＣ［［｝〕の園ヨー
】一門弓一一Ｃ○℃ｂ『のゆきの｛ョで：［。（園ヨーー皀幻の漁一い［『員○コ（）『］尋ＯＢ①ロ：Ｑ菖冒。『一［一の⑫ご」息貰）・＆ロ眉淫吊口邑司８荷９．ご・一・窓・Ｚ『」
ぐ水款（３）で後述。
尚
、
分
籍
に
よ
る
新
戸
溌
編
成
は
随
時
可
能
な
が
ら
．
日
本
人
同
士
の
嬬
姻
と
は
異
な
り
）
外
国
人
と
の
蛎
姻
の
一
事
の
み
で
自
動
的
に
（
か
つ
強
制
的
に
）
祈
戸
綿
編
成
と
は
な
ら
な
い
」
こ
と
を
問
題
と
す
る
設
定
な
ら
ば
、
適
切
で
あ
る
。
こ
れ
は
つ
と
に
Ｃ
ｓ
も
問
麺
と
し
た
点
で
あ
っ
た
の
は
、
こ
の
後
す
一冒姻弓一】Ｃ○℃ｂ『のゆきの
（吟ｃｃ』）ご』つの１一ｍ“。」②岸）
尚、分籍による新一［
法
学
志
休
第
一
○
四
巻
第
四
号
八
二
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〈
３
〉
第
一
六
条
第
一
項
前
段
「
鱈
姻
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
夫
婦
に
つ
い
て
新
戸
籍
を
編
製
す
る
。
」
に
も
拘
わ
ら
ず
、
外
国
人
配
偶
者
は
戸
籍
に
編
製
さ
れ
な
い
た
め
、
「
夫
伽
」
双
方
で
新
戸
瀞
縞
製
、
の
要
件
が
欠
け
て
い
る
か
ら
、
蛎
姻
の
届
出
が
あ
る
場
合
で
も
（
外
国
法
上
の
婚
姻
の
み
で
、
日
本
民
法
上
の
届
出
が
な
い
と
き
は
論
外
）
新
戸
騒
を
編
劉
し
な
い
。
し
か
し
、
〈
３
〉
に
つ
い
て
は
、
嬬
姻
の
届
出
は
あ
る
訳
で
あ
る
か
ら
（
当
時
の
条
文
の
ま
ま
で
も
）
「
新
戸
輔
綱
製
」
の
解
釈
も
十
分
に
可
能
で
あ
り
、
そ
の
甥
合
第
一
六
条
は
（
双
方
日
本
人
の
蛎
姻
と
同
じ
く
）
劣
後
規
定
と
し
て
無
視
で
き
る
の
だ
か
ら
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
は
こ
の
点
解
釈
を
確
認
す
る
な
り
、
八
四
年
改
正
の
ご
と
く
条
文
導
入
を
提
案
す
る
な
り
、
は
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。
（
卯
）
こ
の
戸
籍
改
製
の
十
年
猶
予
に
つ
い
て
は
、
当
然
二
通
り
の
見
方
が
あ
ろ
う
。
一
つ
は
、
十
年
間
、
「
家
」
類
似
意
識
の
温
存
を
助
け
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
解
釈
。
今
一
つ
は
、
⑨
案
と
比
べ
れ
ば
、
十
年
後
に
は
全
面
改
製
と
な
る
の
だ
か
ら
、
温
存
を
防
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
も
の
、
戦
後
占
緬
期
の
民
法
・
戸
締
法
改
服
過
樫
（
九
）
（
和
川
）
八
三
を
高
め
に
算
出
し
て
も
、
Ｃ
／
Ｄ
は
約
一
／
一
○
○
、
Ｃ
は
Ｄ
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
が
、
浩
年
層
に
成
年
分
籍
権
の
存
在
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
か
、
知
ら
れ
て
い
て
も
、
な
お
「
戸
箸
」
Ⅱ
「
家
」
の
意
識
の
下
で
分
籍
を
（
例
え
ば
両
親
の
同
意
も
得
な
い
）
「
分
家
」
の
一
一
ユ
ァ
ン
ス
で
と
ら
え
る
（
例
え
ば
）
両
親
に
通
噸
し
て
行
使
し
な
い
の
か
、
婚
姻
ま
で
高
々
数
年
待
て
ば
良
い
と
の意志なのか、それとも抑々「｜戸籍」Ⅱ「家」の意識が民法・戸籍法改正後急速に薄れ、自分の戸濡が両親の戸綿と同一か、独立して別
個
な
の
か
、
の
別
は
若
年
層
に
（
「
家
」
的
／
心
理
的
束
縛
含
め
）
何
の
意
味
も
持
た
な
く
な
っ
た
か
ら
な
の
か
、
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
本
校
の
直
接
の
問
題
関
心
外
で
あ
る
の
で
、
橘
を
改
め
ね
ば
な
る
ま
い
。
（
州
）
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
が
ま
ず
「
非
日
本
人
が
日
本
の
女
と
結
婚
し
た
場
合
」
に
限
定
し
て
い
る
の
は
、
念
頭
に
占
緬
箙
関
係
稀
と
日
本
人
女
性
の
結
幡
、
と
い
う
当
時
（
比
率
は
と
も
か
く
件
数
上
増
加
を
た
ど
る
）
看
過
し
得
な
い
現
実
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
（い）（ｃ）について、外国人との結蛎で新戸報縄製せずとも良い理由は次の三点である。
〈
ｌ
〉
第
六
条
で
、
戸
籍
は
「
｜
の
夫
婦
及
び
こ
れ
と
氏
を
同
じ
く
す
る
子
ご
と
に
、
こ
れ
を
編
剛
す
る
。
」
と
し
、
以
前
の
議
論
に
あ
っ
た
と
お
り
（
第
一
回
、
八
／
八
プ
レ
イ
ク
モ
ァ
発
言
、
一
一
一
六
頁
）
、
そ
の
時
点
で
結
婚
し
て
い
な
い
乃
至
未
婚
の
乃
至
配
偶
者
の
な
い
、
と
は
し
て
い
な
い
。
（
参
考
ま
で
に
、
本
条
も
一
九
八
四
年
に
、
「
日
本
人
で
な
い
者
の
と
蛎
姻
を
し
た
者
［
…
］
に
つ
い
て
新
た
に
戸
籍
を
縞
製
す
る
と
き
は
、
そ
の
昔
及
び
こ
れ
と
氏
を同じくする干ごとに、これを編製する。」と、改正された。）
〈２〉かつ、日本人「山田」が結婚して外国法上（乃至後には日本法上）「スミス」と名乗っても、これは「呼称」であって「日本民
法上の『氏』」ではなく、「氏」はその後も、親と同一の氏であるため（この点、現在でも解釈は同じ）、同前第一六条上、問題を生じ
〈２〉
法
上
の
ない。〈３〉
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（
皿
）
青
木
義
人
年）六八頁。 法学
志
林
第
一
○
四
巻
第
四
号
八
四
この点は、一九庇八年以降、附川に従って行われた改興作戦過蝿自体の詳細な研究・評価を皿して、遡ってこの条項を椰価し画さね
ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。
唄
前
掲
（
注
扣
）
、
ま
た
、
特
に
本
項
に
関
し
て
批
孟
な
言
表
を
含
む
、
前
掲
（
注
辿
．
Ｐ
締
セ
ミ
ナ
ー
（
瀦
外
）
戸
繍
の
改
判
（
上
）
（
下
）
」
を
参
照
。
後
者
は
、
十
年
後
の
全
而
改
側
も
、
司
法
行
に
と
っ
て
川
凹
・
阻
難
が
な
く
は
な
か
っ
た
こ
と
を
噸
わ
せ
る
（同雌談会第一五四号五七’五八頁の、帆と村上ｌ改製邸術段階で民耶局長ｌとのやりとり参照。）
、）澗木は伺簡所で、ＧＳが「われわれだけｃやなしに、ワシントンに送って、ワシントンの了解もとらなきゃいかんのだぞと」〔強
調和田］嵩っ土、と回顧する。しかしこれは難問である。詳述しないが、当時ＯＳは埜木的に、米国政府からは独立して日本の法改正
を進める椛限を持っていた。一九九三年五月に和川が公表を前提に行った、ケイディスヘのインタビュ１（法学志林九十四巻二号、一
三三’一五八頁、特に一四二、一五七頁）で、ケイディスも同趣旨を述べた上で、ワシントンの「了解」云々は、一般的にも、また戸
籍法に関しても全くあり得ない、と言っている．以下比較せよＩ民法に関し、プレイクモァは、改正草案は「ワシントンや極東委瓜
会に提出すべきもの」ゆえ、「英訳も優秀なものとしておく必要があり」というが、「提出」の必要性を語るのみである。「了承」が必
要という含意は全くないと思われる。一九四七年六月一○日のプレイクモァと司法省の第一四回会談録、「民法中改正法律案に側する
総司令部政治部係官との会談鎌（完と『民鞭月報」一九七九年六月第三四巻第六号八七頁。
（
皿
）
青
木
義
人
「
第
一
部
変
遷
の
回
顧
戸
篇
制
度
」
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
百
号
記
念
特
巣
戦
後
法
制
の
変
遷
回
顧
と
展
望
』
第
一
○
○
号
（
一
九
五
六
（脇）より早い時期についても、四七年三月一○日の０ｓのオプラー、プレイクモァとの会談に、佐藤司法次官、奥野民事局長を先頭と
する司法省の代爽と回灯した背水が「戸赫法／座談会ｌ」四五’四六頁で、民雄の応急搬仙法に対応して、戸流法については政令で規
定させて欲しい、という司法省の申し入れをＧⅡＱが拒否した閲述で、「司令部では、政令にして何を轡かれるかわからんという不信
感があったのでしょうね。」と言っている（輔三章で既述）。
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